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高齢者や車椅子利用者にとって障害（バリア）となっている歩車道境界部の段差も、視覚障害者にとって

は位置や方向を確認する標識（サイン）の一種として重要な役割を果たしている。本調査は、歩車道境界縁

石の段差構造の違いにより、視覚障害者と車椅子利用者が通行する際の識別性と円滑性にどのような変化が

生じるかを調査し、両者が利用しやすい段差構造を検討するための基礎資料を得ることを目的として行った。

調査は、視覚障害者と車椅子利用者それぞれ 20 名を被験者として、土木技術研究所構内に設けた 6 種類の

歩車道境界縁石（図－1 参照）について歩行実験を行い、通行時の意識や感覚についてアンケート調査を実

施する方法で行っている。
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